
第２３回例会報告（１２月１３日）

【 出 席 報 告 】
・会員数 ５８名 ・出席数 ３１名 ・欠席数 ２７名
・当日出席率 ５９．５７％ ・前々回修正出席率 １００％ １２回目
＜欠席会員＞天野､檜垣(巧)､伊藤､菅､吉良､小堀､小島､近藤､松木､村上(修)､村上(裕)､西本､西信､尾越

越智(節)､重松､竹田､田中､横井
〔免除会員〕青野､原(真)､原(竜)､原田､松本､村上(敬)､佐伯､坂本
＜11/29欠席補填＞(11/20今治南)戸梶 (11/23Zone研)飯 (11/27高知ﾛｲﾔﾙ)川上 (12/1米山委員会)松木

(12/3今治北)小島 (12/10今治南)檜垣(圭)､檜垣(巧)､飯沼､菅､光宗､村上(裕)､越智(健)､
重松､竹田､ 渡邉(一)､横井

◇幹事報告・先日今治警察署交通課課長 田井さんより依頼のありました、今治こども安全パトロール隊
への寄付につきまして12月定例理事会で検討した結果、今年度の社会奉仕事業の一環とし
て10万円の寄付をすることが決定いたしました。尚、12月16日（日）、日吉小学校で開催
されますパトロール隊出発式に会長と出席致します。

・今治ＲＣ創立夜間記念例会にゲストでいらっしゃいましたスティーブ K ヨシダ氏、ノブコ
ヨシダ氏よりホーマーダウンタウンＲＣのバナーが届きましたので回覧致します。

年次総会
◆2009-2010年度会長選挙：11月１日の指名委員会で2009-2010年度会長に渡邊道信会
員が指名され、満場一致で選出されました。渡邊道信会員は「若輩者ではありますが、
一生懸命務めたいと思います。私の年度は今治ＲＣの75周年記念事業がありますので、
皆さんの格別のご支援とご協力をお願いいたします」と挨拶しました。
◆2008-2009年度理事選挙：檜垣圭之介被選会長から2008-2009年度理事が発表され、
満場一致で選出されました。副会長兼クラブ奉仕委員長 越智健司氏、幹事 重松宗孝氏、
会計 坂本昌平氏、職業奉仕委員長 西信正男氏、社会奉仕委員長 西本信保氏、国際奉
仕委員長 冠康秀氏。

ロータリー情報委員会アワー
◆白石洋治委員長：ロータリー用語をいくつか説明します。「インターアクトクラブ」
は、今治では今治西高校にあります。インターアクトクラブに入会できるのは高校に在
学中の生徒または年齢14歳から18歳までの若い人です。目標として①建設的な指導力を
養成し、自己の完成を図ること②他人に対する思いやりと他人の力になる心構えを奨励
し、これを実践すること―など８項目を挙げています。「会員増強の意義」は、会員の
補充や老、壮、青のバランスなどを説いています。「会員の義務と特典」では、義務と
して①ＲＩ定款・細則並びにＲＣ定款・細則を遵守すること②入会金・会費を納入する
こと-などを挙げ、特典については詳しく記していません。特典を得るための義務履行
ではなく、超我の奉仕です。
◆門田精二委員：決議23･34は、1923年に第34議案を採択したという意味です。ロータ
リーは1905年に創設され、相互扶助と親睦が目的でした。12年ごろポリオの多発で、身
体障害問題が全米で関心を集め、オハイオ州エリリアのエドガー・アレンは行動派とし
て、社会奉仕活動をするようになりました。これに対し理論派は「ロータリーは個人奉
仕が主体」と反発、ロータリー分裂の危機を救ったのが決議23･34でした。84年のバー
ミンガム国際大会で「決議23･34は現在でも有効な決議」と認定されたにもかかわらず、
同年の手続き要覧からＲＩは理事会決議もなしに削除しました。その後の撤廃・改正の
提案がありましたが日本や韓国を中心に反対し否決したため、ＲＩ理事会は88年、決議
23･34を残すのに条件をつけました。
◆飯忠悟直前ガバナー：日本は４ゾーンに分かれていて、第４ゾーンに四国、広島、山
口、九州、台湾、香港、マカオ、モンゴルが入っています。私は第４ゾーンのコーディ
ネーターで、各地区にレポートを要請するんですが、一向に返事が来ません。ゾーンの
再編成が内定していて日本は３ゾーンになります。決議23・34は厳然として生きていま
す。生きている代償に相当な努力が払われたのも事実でしょう。規定審議会には各地区
から委員を送り出していますが、日本はネゴシエーションが下手です。日本だけで要望
してもなかなか通りません。お互いにサポートし合わなければなりません。

次回例会（１２月２０日）

【 忘 年 夜 間 例 会 】
日 時：１２月２０日（木） １８：３０～
場 所：今治プラザホテル２階 レストランＰｅｐｅ
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